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(57)【要約】
【課題】各種使用方法に対し、利便性を損なうことなく
柔軟に対応することができる。
【解決手段】高輝度放電ランプで構成された光源ランプ
３１と、光源ランプ３１に対しクールダウン処理を行う
冷却部１５と、電源オフ時のクールダウン処理「有」と
設定された通常モードと、電源オフ時のクールダウン処
理「無」と設定されたワンタッチオフモードと、を選択
するためのモード選択手段１２、１７、６１と、モード
選択手段１２、１７、６１の選択結果に基づいて、光源
ランプ３１および冷却部１５を制御する制御部１７と、
を備えた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、
　前記光源ランプに対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、
　電源オフ時のクールダウン処理「有」と設定された通常モードと、電源オフ時のクール
ダウン処理「無」と設定された特殊モードと、を選択するためのモード選択手段と、
　前記モード選択手段の選択結果に基づいて、前記光源ランプおよび前記クールダウン手
段を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記特殊モードが選択されている場合であって、電源オン時に、前記
光源ランプが始動温度条件を満たしていない場合に、前記クールダウン手段にクールダウ
ン処理を行わせた後、前記光源ランプを点灯させることを特徴とする請求項１に記載のプ
ロジェクター。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記クールダウン手段に、前記光源ランプの始動温度条件を満たす必
要量だけ、前記電源オン時のクールダウン処理を行わせることを特徴とする請求項２に記
載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記光源ランプ周りの温度を検出する温度検出手段を、更に備え、
　前記制御手段は、前記温度検出手段の検出結果と前記始動温度条件とに基づいて、前記
必要量を決定することを特徴とする請求項３に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　前記光源ランプの連続消灯時間を計測する消灯時間計測手段を、更に備え、
　前記制御手段は、前記消灯時間計測手段の計測結果に基づいて、前記必要量を決定する
ことを特徴とする請求項３に記載のプロジェクター。
【請求項６】
　前記通常モードが選択されている場合、前記クールダウン処理の実行量を入力するため
の実行量入力手段を、更に備え、
　前記制御手段は、前記実行量入力手段の入力結果に基づいて、前記電源オフ時のクール
ダウン処理を行うことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載のプロジェクター
。
【請求項７】
　高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、
　前記光源ランプに対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、
　電源オフ時のクールダウン処理の実行量を、複数の所定実行量から選択するための実行
量選択手段と、
　前記実行量選択手段の選択結果に基づいて、前記光源ランプおよび前記クールダウン手
段を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とするプロジェクター。
【請求項８】
　高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、前記光源ランプに対しクールダウン処理
を行うクールダウン手段と、を備えたプロジェクターの制御方法であって、
　電源オフ時のクールダウン処理「有」と設定された通常モードと、電源オフ時のクール
ダウン処理「無」と設定された特殊モードと、を選択させると共に、この選択結果に基づ
いて、前記光源ランプおよび前記クールダウン手段を制御することを特徴とするプロジェ
クターの制御方法。
【請求項９】
　高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、前記光源ランプに対しクールダウン処理
を行うクールダウン手段と、を備えたプロジェクターの制御方法であって、
　電源オフ時のクールダウン処理の実行量を、複数の所定実行量から選択させると共に、
この選択結果に基づいて、前記光源ランプおよび前記クールダウン手段を制御することを
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特徴とするプロジェクターの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高輝度放電ランプで構成された光源ランプを用いて画像を投写するプロジェ
クターおよびプロジェクターの制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のプロジェクターとして、光源ランプに対しクールダウン処理を行うクー
ルダウン手段を備え、電源オフ時に、クールダウン処理を行うものが知られている（特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－４７３８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このようなプロジェクターでは、電源オフ時にクールダウン処理を行う
ため、電源を停止するまでに時間がかかってしまう。例えば、プロジェクターの使用を終
えた際、プロジェクターをすぐに片付けることが多い場合などにも、クールダウン処理を
待って片付ける必要があるため、プロジェクターの利便性を損なってしまうという問題が
あった。
　一方、電源オフ時のクールダウン処理を省略することも考えられるが、かかる場合、電
源オフ後、光源ランプが冷える前に電源オンされた場合、光源ランプが始動温度条件を満
たさず、光源ランプの点灯に失敗してしまう。例えば、プロジェクターを電源オフした後
、時間を経ずに電源オンすることが多い場合などに、プロジェクターが正常に起動できな
い、もしくは光源ランプが冷えるのを待って電源オンせざるを得ないため、プロジェクタ
ーの利便性を損なってしまう。
　このように、両構成はいずれも、プロジェクターの使用方法によって、プロジェクター
の利便性を損なってしまう。すなわち、各種使用方法に対し、利便性を損なうことなく柔
軟に対応することができないという問題があった。
【０００５】
　本発明は、各種使用方法に対し、利便性を損なうことなく柔軟に対応することができる
プロジェクターおよびプロジェクターの制御方法を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のプロジェクターは、高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、光源ランプ
に対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、電源オフ時のクールダウン処理「有
」と設定された通常モードと、電源オフ時のクールダウン処理「無」と設定された特殊モ
ードと、を選択するためのモード選択手段と、モード選択手段の選択結果に基づいて、光
源ランプおよびクールダウン手段を制御する制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明のプロジェクターの制御方法は、高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、
光源ランプに対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、を備えたプロジェクター
の制御方法であって、電源オフ時のクールダウン処理「有」と設定された通常モードと、
電源オフ時のクールダウン処理「無」と設定された特殊モードと、を選択させると共に、
この選択結果に基づいて、光源ランプおよびクールダウン手段を制御することを特徴とす
る。
【０００８】
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　これらの構成によれば、電源オフ時のクールダウン処理「有」もしくは「無」のモード
を選択することができるため、ユーザーが、自己の使用方法に合ったモードを選択するこ
とができる。そのため、プロジェクターの利便性を損なうことがない。すなわち、「特殊
モード」を選択すれば、プロジェクターの使用を終えた際、プロジェクターをすぐに片付
けることでき、一方、「通常モード」を選択すれば、プロジェクターを電源オフした後、
時間を経ずに電源オンすることができる。このように、各種使用方法に対し、利便性を損
なうことなく柔軟に対応することができる。
【０００９】
　上記のプロジェクターにおいて、制御手段は、特殊モードが選択されている場合であっ
て、電源オン時に、光源ランプが始動温度条件を満たしていない場合に、クールダウン手
段にクールダウン処理を行わせた後、光源ランプを点灯させることが好ましい。
【００１０】
　この構成によれば、始動温度条件を満たしていない場合に、クールダウン処理を行って
から、光源ランプを点灯させるため、光源ランプの点灯失敗を防止することができる。
【００１１】
　この場合、制御手段は、クールダウン手段に、光源ランプの始動温度条件を満たす必要
量だけ、電源オン時のクールダウン処理を行わせることが好ましい。
【００１２】
　この構成によれば、始動温度条件の必要量だけ、クールダウン処理を行うため、クール
ダウン処理を最低限の実行量、言い替えれば最短時間で行うことができる。
【００１３】
　この場合、光源ランプ周りの温度を検出する温度検出手段を、更に備え、制御手段は、
温度検出手段の検出結果と始動温度条件とに基づいて、必要量を決定することが好ましい
。
【００１４】
　この場合、光源ランプの連続消灯時間を計測する消灯時間計測手段を、更に備え、制御
手段は、消灯時間計測手段の計測結果に基づいて、必要量を決定することが好ましい。
【００１５】
　これらの構成によれば、温度検出手段や消灯時間計測手段を用いることで、必要量の決
定を、正確且つ簡単な構成で行うことができる。
【００１６】
　この場合、通常モードが選択されている場合、クールダウン処理の実行量を入力するた
めの実行量入力手段を、更に備え、制御手段は、実行量入力手段の入力結果に基づいて、
電源オフ時のクールダウン処理を行うことが好ましい。
【００１７】
　この構成によれば、クールダウン処理の実行量を入力することができ、ユーザー側で決
定することができるため、各種使用方法に対し、より柔軟に対応することができる。
【００１８】
　本発明の他のプロジェクターは、高輝度放電ランプで構成された光源ランプと、光源ラ
ンプに対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、電源オフ時のクールダウン処理
の実行量を、複数の所定実行量から選択するための実行量選択手段と、実行量選択手段の
選択結果に基づいて、光源ランプおよびクールダウン手段を制御する制御手段と、を備え
たことを特徴とする。
【００１９】
　本発明の他のプロジェクターの制御方法は、高輝度放電ランプで構成された光源ランプ
と、光源ランプに対しクールダウン処理を行うクールダウン手段と、を備えたプロジェク
ターの制御方法であって、電源オフ時のクールダウン処理の実行量を、複数の所定実行量
から選択させると共に、この選択結果に基づいて、光源ランプおよびクールダウン手段を
制御することを特徴とする。
【００２０】
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　これらの構成によれば、クールダウン処理の実行量を、複数の所定実行量から選択する
ことができるため、ユーザーが、自己の使用方法に合った実行量を選択することができ、
プロジェクターの利便性を損なうことがない。すなわち、各種使用方法に対し、利便性を
損なうことなく柔軟に対応することができる。なお、ここにいうクールダウン処理の実行
量とは、単なる実行時間であっても良いし、実行時間に実行出力を付加した値や、実行時
間に、実行に対する影響度を付加した値等であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施形態に係るプロジェクターの構成を示すブロック図である。
【図２】ワンタッチオフモードの設定変更処理を示した画面遷移図である。
【図３】プロジェクターの電源オフ処理を示したフローチャートである。
【図４】プロジェクターの電源オン処理を示したフローチャートである。
【図５】プロジェクターの変形例の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の一実施形態に係るプロジェクターの制御方法
およびプロジェクターについて説明する。図１は、プロジェクター１の構成を示すブロッ
ク図である。同図に示すように、プロジェクター１は、信号入力部１１、操作部１２、電
源部１３、光学部１４、冷却部（クールダウン手段）１５、温度検出部（温度検出手段）
１６および制御部（制御手段）１７を備えている。
【００２３】
　信号入力部１１は、パーソナルコンピューターやビデオレコーダー等の外部機器２１か
ら画像データを取得する。なお、外部機器２１ではなく、外部記憶媒体（図示省略）から
画像データ等を取得するようにしても良い。
【００２４】
　操作部１２は、操作パネル２２およびリモコン受光器２３を有している。操作パネル２
２は、プロジェクター１本体に設けられ、各種操作を行うためのボタン群や、プロジェク
ター１の各種状態を示すＬＥＤ群を有している。ボタン群には、電源オン操作および電源
オフ操作を行うための電源ボタンや、メニュー表示操作を行うためのメニューボタンが含
まれる。また、ＬＥＤ群には、プロジェクター１が後述のスタンバイ状態である旨を示す
ためのＬＥＤ（状態インジケーター）が含まれる。リモコン２４は、プロジェクター１本
体を遠隔操作するためのものであり、操作パネル２２と同様に、各種ボタン群を有してい
る。リモコン受光器２３は、リモコン２４からの操作信号（赤外線信号）を受光する。
【００２５】
　電源部１３は、外部電源２５から供給された電力を、プロジェクター１の各部に供給す
る。
【００２６】
　光学部１４は、スクリーンＳＣ上に、画像を投写するためのものであり、光源ランプ３
１（光源）、液晶ライトバルブ３２、投写レンズ３３、ランプ駆動部３４およびライトバ
ルブ駆動部３５を有している。
【００２７】
　光源ランプ３１は、高輝度放電ランプ（ＨＩＤランプ：Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ
　Ｄｉｓｃｈａｒｇｅ　ｌａｍｐ）で構成されており、例えば、高圧ナトリウムランプ、
メタルハライドランプまたは高圧水銀ランプを適用可能である。液晶ライトバルブ３２は
、一対の透明基板間に液晶が封入された液晶パネル等によって構成され、各透明基板の内
面には、液晶に対して微小領域毎に駆動電圧を印加可能な透明電極が、画素としてマトリ
クス状に形成されている。ランプ駆動部３４は、制御部１７からの点灯指令に基づいて、
光源ランプ３１を点灯させる。ライトバルブ駆動部３５は、液晶ライトバルブ３２の各画
素に、画像データに応じた駆動電圧を印加することにより、各画素の光透過率を設定する
。上記の構成により、光学部１４では、光源ランプ３１から射出された照明光が、液晶ラ
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イトバルブ３２を透過することによって変調される。また、変調された画像光は、不図示
の光合成光学系（ダイクロイックプリズムなど）により画素毎に合成され、投写レンズ３
３によってスクリーンＳＣ上に投写される。
【００２８】
　冷却部１５は、冷却ファン４１およびファン駆動部４２を有している。冷却ファン４１
は、その回転により、プロジェクター１の内部（特に光源ランプ３１や光源ランプ３１周
り）の温度を冷却させる。ファン駆動部４２は、制御部１７からの駆動指令に基づいて、
冷却ファン４１を駆動する。冷却部１５は、点灯した光源ランプ３１を冷却して、光源ラ
ンプ３１に対する温度調節処理を行うと共に、消灯した光源ランプ３１を冷却して、光源
ランプ３１に対するクールダウン処理を行う。クールダウン処理とは、特定の温度条件（
例えば、光源ランプ３１の始動温度条件等）を満たすべく、プロジェクター１の内部（特
に光源ランプ３１や光源ランプ３１周り）を冷却する処理である。
【００２９】
　温度検出部１６は、光源ランプ３１周りの温度を検出する。この検出結果（検出温度）
に基づいて、光源ランプ３１の温度を監視し、プロジェクター１の安全性を確保する。
【００３０】
　制御部１７は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）５１、Ｒ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）５２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）５３、フラッシュメモリー５６および映像信号処理部５４を有している
。
【００３１】
　ＣＰＵ５１は、各種演算処理を行う中央処理装置であり、バス５５を介して各部との信
号の入出力を行うことによりプロジェクター１を統括制御する。ＲＯＭ５２は、ＣＰＵ５
１が各種演算処理を行うために用いられる制御プログラムおよび制御データを記憶してい
る。当該制御プログラムには、設定変更処理プログラム６１、電源オフ処理プログラム６
２および電源オン処理プログラム６３が含まれる。また、ＲＯＭ５２には、基本ソフトウ
ェアであるＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）も記憶されている。ＲＡＭ５３は
、スタティックＲＡＭなどを適用可能であり、ＣＰＵ５１が各種演算処理を行う際の作業
領域として用いられる。フラッシュメモリー５６は、プロジェクター１の設定情報等を書
換可能に記憶する。映像信号処理部５４は、信号入力部１１が取得した画像データに対し
、ＲＯＭ５２内の画像処理プログラムに基づいて、所定の画像処理を実行する。
【００３２】
　設定変更処理プログラム６１は、メニュー画面（図２（ａ）ないし（ｄ）参照）を表示
して、プロジェクター１の各種設定をユーザーに変更させるためのプログラムである。特
に、ユーザーに、ワンタッチオフモード（特殊モード）の「有効」、「無効」を選択・設
定させる。ワンタッチオフモードとは、電源オフ時のクールダウン処理を省略するモード
である。ユーザーがワンタッチオフモード「有効」を選択した場合、制御部１７は、プロ
ジェクター１のモードを、電源オフ時のクールダウン処理「無」と設定されたワンタッチ
オフモードに設定し、ユーザーがワンタッチオフモード「無効」を選択した場合、制御部
１７は、プロジェクター１のモードを、電源オフ時のクールダウン処理「有」と設定され
た通常モードに設定する。詳細は後述するが、ワンタッチオフモードでは、冷却不足によ
る点灯失敗を防止するため、必要な場合に限り、電源オン時にクールダウン処理を行う。
なお、請求項にいう「モード選択手段」、「実行量入力手段」および「実行量選択手段」
は、操作部１２、制御部１７および設定変更処理プログラム６１によるＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓ
ｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）によって、構成されている。
【００３３】
　電源オフ処理プログラム６２は、ワンタッチオフモードの設定に従って電源オフ処理を
行うためのプログラムである。電源オン処理プログラム６３は、ワンタッチオフモードの
設定に従ってプロジェクター１の電源オン処理を行うためのプログラムである。
【００３４】
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　ここで図２を参照して、ワンタッチオフモードの設定変更処理について説明する。本設
定変更処理は、設定変更処理プログラム６１に従って行われるものであり、起動状態（電
源オン処理実行後且つ電源オフ処理実行前）において行われる。起動状態とは、光源ラン
プ３１の点灯等の主な機能が駆動している状態をいう。これに対し、プロジェクター１に
電源が供給されていると共に、光源ランプ３１の点灯等の主な機能を停止している状態を
スタンバイ状態と呼称する。
【００３５】
　ユーザーによってメニュー表示操作が実施されると、制御部１７は、光学部１４により
メニュー画面を表示する（図２（ａ））。メニュー画面は、左端に設けられ、複数のタブ
メニューを表示するタブメニュー領域７１と、タブメニュー領域７１の左側に広く設けら
れ、サブメニューをリスト表示するサブメニュー領域７２と、を有している。ここでは、
ユーザーが、タブメニューの中から、ワンタッチオフモードの設定が属する「拡張設定」
のタブメニューを選択するものとする。
【００３６】
　「拡張設定」が選択されると、サブメニュー領域７２上に、「拡張設定」のサブメニュ
ーをリスト表示する（図２（ｂ））。ここでは、ユーザーが、サブメニューの中から、ワ
ンタッチオフモードの設定である「ワンタッチオフ設定」を選択するものとする。
【００３７】
　「ワンタッチオフ設定」が選択されると、ワンタッチオフモードの「有効」、「無効」
の選択画面を表示する（図２（ｃ））。ここでユーザーが「有効」を選択した場合には、
制御部１７は、プロジェクター１のモードをワンタッチオフモードに設定し、これを設定
情報としてフラッシュメモリー５６に記憶する。一方、ユーザーが「無効」を選択した場
合には、電源オフ時のクールダウン処理の実行量（実行時間）を選択する選択画面を表示
する（図２（ｄ））。選択画面では、「３０秒」、「６０秒」、「９０秒」および「１２
０秒」が選択可能である。実行量を選択すると、プロジェクター１のモードを通常モード
に設定すると共に、電源オフ時のクールダウン処理の実行量を、選択した時間に設定し、
これらを設定情報としてフラッシュメモリー５６に記憶する。これらによって、本設定変
更処理を終了する。
【００３８】
　次に図３を参照して、プロジェクター１の電源オフ処理について説明する。本電源オフ
処理は、電源オフ処理プログラム６２に従って実行されるものであり、電源オフ操作に起
因して行われる。また、起動状態において行われる。すなわち、本電源オフ処理は、起動
状態からスタンバイ状態に移行する処理である。
【００３９】
　図３に示すように、ユーザーによって電源オフ操作が実施されると（Ｓ１：Ｙｅｓ）、
制御部１７は、プロジェクター１のモードが、ワンタッチオフモードであるか通常モード
であるかを判定する（Ｓ２）。プロジェクター１のモードが通常モードである場合（Ｓ３
：Ａ）には、冷却部１５により、設定された実行量だけクールダウン処理を実行する（Ｓ
４）。クールダウン処理が終了したら、光源ランプ３１を消灯する（Ｓ５）と共に冷却部
１５（冷却ファン４１）の駆動を停止して（Ｓ６）、スタンバイ状態に移行する。
【００４０】
　一方、プロジェクター１のモードがワンタッチオフモードであると判定された場合（Ｓ
３：Ｂ）には、クールダウン処理を省略する。すなわち、クールダウン処理を行わずに、
即時、光源ランプ３１を消灯する（Ｓ５）と共に冷却部１５（冷却ファン４１）の駆動を
停止して（Ｓ６）、スタンバイ状態に移行する。これらによって、本電源オフ処理を終了
する。
【００４１】
　次に図４を参照して、プロジェクター１の電源オン処理について説明する。電源オン処
理は、電源オン処理プログラム６３に従って実行されるものであり、電源オン操作に起因
して行われる。また、スタンバイ状態において行われる。すなわち、本電源オン処理は、
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スタンバイ状態から起動状態に移行する処理である。
【００４２】
　図４に示すように、ユーザーによって電源オン操作が実施されると（Ｓ１１：Ｙｅｓ）
、制御部１７は、プロジェクター１のモードが、ワンタッチオフモードであるか通常モー
ドであるかを判定する（Ｓ１２）。プロジェクター１のモードが通常モードである場合（
Ｓ１３：Ａ）には、光源ランプ３１を点灯する（Ｓ１４）と共に冷却部１５の駆動（温度
調節処理）を開始して（Ｓ１５）、起動状態に移行する。一方、ワンタッチオフモードで
ある場合には、制御部１７は、温度検出部１６の検出温度に基づいて、光源ランプ３１が
始動温度条件を満たしているか否かを判定する（Ｓ１６）。具体的には、検出温度が、始
動温度条件（光源ランプ３１の始動条件の温度）に基づく規定値を超えているか否かを判
別する。
【００４３】
　始動温度条件を満たしている場合（検出温度が規定値を超えていない場合）（Ｓ１７：
Ｙｅｓ）には、クールダウン処理を省略する。すなわち、クールダウン処理を行わずに、
光源ランプ３１を点灯する（Ｓ１４）と共に冷却部１５の駆動（温度調節処理）を開始し
て（Ｓ１５）、起動状態に移行する。一方、始動温度条件を満たしていない場合（検出温
度が規定値を超えている場合）（Ｓ１７：Ｎｏ）には、始動温度条件を満たす必要量だけ
、クールダウン処理を行う（Ｓ１８）。クールダウン処理の必要量は、検出温度と始動温
度条件によって（厳密には、検出温度と上記規定値との差分によって）、決定される。ク
ールダウン処理が終了したら、冷却部１５の駆動を続行する（温度調節処理に移行）と共
に光源ランプ３１を点灯して（Ｓ１９）、起動状態に移行する。これらによって本電源オ
ン処理を終了する。
【００４４】
　以上の実施形態によれば、電源オフ時のクールダウン処理「有」もしくは「無」のモー
ドを選択することができるため、ユーザーが、自己の使用方法に合ったモードを選択する
ことができる。そのため、プロジェクター１の利便性を損なうことがない。すなわち、「
ワンタッチオフモード」を選択すれば、プロジェクター１の使用を終えた際、プロジェク
ター１をすぐに片付けることができ、一方、「通常モード」を選択すれば、プロジェクタ
ー１を電源オフした後、時間を経ずに電源オンすることができる。このように、各種使用
方法に対し、利便性を損なうことなく柔軟に対応することができる。
【００４５】
　また、始動温度条件の必要量だけ、電源オン時のクールダウン処理を行うため、クール
ダウン処理を最低限の実行量、言い替えれば最短時間で行うことができる。
【００４６】
　さらに、温度検出部１６を用いることで、クールダウン処理の必要量の決定を、正確且
つ簡単な構成で行うことができる。
【００４７】
　またさらに、設定変更処理において、電源オフ時のクールダウン処理の実行量を入力す
ることができ、ユーザー側で決定することができるため、各種使用方法に対し、より柔軟
に対応することができる。
【００４８】
　なお、本実施形態においては、ワンタッチオフモードの場合に、温度検出部１６を用い
て、電源オン時のクールダウン処理の有無、および実行量を決定したが、図５に示すよう
に、プロジェクター１が、光源ランプ３１の連続消灯時間（消灯時点から現時点までの時
間）を計測する消灯時間計測部（消灯時間計測手段）８１を更に備え、消灯時間計測部８
１を用いて、電源オン時のクールダウン処理の有無、および実行量を決定する構成であっ
ても良い。かかる場合、消灯時間計測部８１によって得られた測定消灯時間（測定した連
続消灯時間）が、始動温度条件に基づく規定値に達していない場合には、電源オン時のク
ールダウン処理を省略し、規定値に達している場合には、測定消灯時間に対応する実行時
間（測定消灯時間と規定値との差分）だけ、クールダウン処理を実行する。
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【００４９】
　また、本実施形態においては、設定変更処理プログラム６１により、電源オフ時におけ
るクールダウン処理の実行量を、２以上の所定実行量（所定実行時間）から選択させる構
成であったが、クールダウン処理の実行量を直接入力（任意設定）する構成であっても良
い。
【００５０】
　さらに、本実施形態においては、設定変更処理プログラム６１により、ワンタッチオフ
モードの「有効」、「無効」を選択させ、ワンタッチオフモード「有効」の場合には、電
源オフ時におけるクールダウン処理の実行時間を、２以上の所定実行量（所定実行時間）
から選択させる構成であったが、これを一体とし、電源オフ時におけるクールダウン処理
の実行時間を、「０」を含む複数の所定実行量から選択させる構成であっても良い。
【００５１】
　またさらに、本実施形態においては、ワンタッチオフモードの場合であって、始動温度
条件を満さない場合、温度検出部１６の検出温度に基づいて、始動温度条件を満たす実行
量を決定する構成であったが、検出温度に係わらず、所定の実行時間だけ、クールダウン
処理を行う構成であっても良い。
【００５２】
　また、本実施形態においては、ワンタッチオフモードの場合であって、始動温度条件を
満さない場合のみ、クールダウン処理を行う構成であったが、始動温度条件を満たすか否
かに係わらず、クールダウン処理を行う構成であっても良い。
【００５３】
　なお、本実施形態においては、ワンタッチオフモードにおける電源オン時のクールダウ
ン処理の実行量に対し上限を定めていないが、選択画面によって、実行量の上限を選択さ
せる構成であっても良い。
【符号の説明】
【００５４】
　１：プロジェクター、　１２：操作部、　１５：冷却部、　１６：温度検出部、　１７
：制御部、　３１：光源ランプ、　６１：設定変更処理プログラム、　８１：消灯時間計
測部
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